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震補強工事を支援します。

　今後30年以内に発生する確率が約60％と予測されている南海地震の対策として、吉野川
市では、昨年度に引き続き耐震診断を実施します。

  対象住宅となる木造住宅
　　次の要件を満たす木造住宅が対象となります。
　　　①昭和56年5月31日以前に着工された住宅
　　　②在来軸組工法や伝統構法により建築された木造住宅
　　　　（木質プレハブ工法や2×4工法は除く）
　　　③3階建てまでの住宅（併用住宅、共同住宅・長屋、借家を含む）
　　　④吉野川市内にあり、現在居住している住宅

  募集戸数
　　200戸予定
　
  申込受付期限
　　平成24年2月24日まで
　　※受け付けは先着順とし、対象戸数を満たした
　　　時点で募集を終了します。

  自己負担金
　　1戸建て　3,000円
　　2戸以上の共同住宅等　6,000円

  申込方法
　 　都市計画住宅課（市役所2階）または支所地域課（川島・山川・美郷）に備え付けの申
込書に必要事項を記入の上、添付書類と一緒に都市計画住宅課へ申し込みください。
　　申込書は吉野川市のホームページからもダウンロードできます。
　　吉野川市ホームページ（申請様式ダウンロード）アドレス
　　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

  申込書類
　①木造住宅耐震診断申込書
　②添付書類
　　●外観写真（Ｌ版2枚）
　　●住宅の位置を示す地図（住宅地図等のコピー可）
　　● 建築時期のわかる書類（建築確認通知書、建物の登記簿、
　　　家屋固定資産税課税明細書など）
　　●長屋建・共同住宅などの借家については、入居者全員の同意書。申請者は建物の所有者

まずは耐震診断をしましょう！



❸ 2011年（平成23年）5月11日

広報よしのがわ

南海地震にそなえ、家の耐
つづいて耐震改修工事を検討しましょう！

●問い合わせ・申し込み　市都市計画住宅課　建築営繕室　☎㉒2224

  対象住宅となる木造住宅
　　① 平成16年度から本年度において吉野川市が実施した耐震診断の結果、総合評点が0.7

未満と診断された住宅
　　②耐震改修計画書で、評点が1.0以上に改善されるもの
　　③平成24年2月末までに工事が完了するもの
　　④県の耐震改修施工者等登録名簿に登録している業者で工事を行うもの
　　　※事前に工事されたものは、対象となりません。

  募集戸数
　　12戸予定
　
  申込受付期限
　　平成23年12月28日まで
　　※受け付けは先着順とし、対象戸数を満たした時点で
　　　募集を終了します。

  申込方法
　 　工事着手前に次の申請書類を提出してください。
　　　①補助金交付申請書
　　　②添付書類（改修計画書、計算内容、見積書など）
　　　　添付書類は、施工業者が作成したもの

  補助額
　　耐震改修工事費の2／3の額で、最高60万円（1,000円未満は切り捨て）
　　工事完了報告後に、補助金を支払います。

自分たちでできる家の中の安全対策
家具の位置を
かえるだけで、安全に！

棚の転倒や
なかみの飛び出し防止

家具の転倒防止に
役立つダンボール箱

電化製品を固定しよう
　ベッドやソファーでいる時に大きなタンスや本棚
が倒れてきたらとても危険。ふとんやベッドの位置
は、家具のそばや照明の下を避けよう。また、出入口
をふさがないように家具の配置を考えよう。

　じょうぶなダンボー
ル箱を、家具と天井の
間にはさむと家具が倒
れにくくなる。すきま
ができないようにはさ
むのがコツ。

　電子レンジや大型電
化製品の転倒は大ケガ
につながる。強力なマジ
ックテープや耐震ゲル
マットなどの防災用品
で固定して、倒れたり、
すべったりしないように
しよう。

　ガラスや陶器などの食器が当たるとケ
ガをすることも。ストッパーや転倒防止金
具で食器が飛び出さない工夫をしよう。

※防災ハンドブックより
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から

午前8時30分～午後5時30分
（延長午後6時30分まで）

☎

山川庁舎
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市子育て支援課　児童総務係　☎㉕6614　FAX㉕6619
●問い合わせ

ただ
（さくらんぼ）

（　 　 ）当日のキャンセルは
午前7時30分～8時まで

でき

☎

前日の午前8時30分から午後6時30分までに下記へお電話ください。
当日予約の場合は午前7時30分以降にお電話ください。
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総合計画後期基本計画総合計画後期基本計画
シリーズ

　総合計画後期基本計画をシリーズで紹介します。
　今回は『②健康で快適に暮らせる地域をめざして』の主な内容です。

○保健・医療の充実
　 　住民自らの健康づくりを考える機会を提供
するための啓発を行うほか、各種の健康教育
を実施し、住民参加の健康づくりをめざしま
す。
　 　また、各種健診や予防接種などにより早期
発見・早期治療、予防に努めるとともに、地
域における医療・保健・福祉の拠点づくりを
めざします。
○地域福祉の向上
　 　住民が近隣同士で日常的な連絡を取り合い
ながら助け合うことができ、寝たきりなどの
予知予防活動に参加できる場づくりや子ども
たちを、地域の中で健全に安心して育て守っ
ていくことができるふれあいのまちづくりを
めざします。
○障害者福祉の向上
　 　疾病および障害の予防と早期発見を行い、
障害者および家族の負担を軽減するため、治
療や療育が必要な乳幼児などに対し、関係機
関との連携を図りながら必要な福祉サービス
の提供を行います。
　 　また関係機関との連携のもと、障害者が地
域で自立した生活ができるよう、障害者一人
一人のニーズに対応した総合的かつ適切な生
活支援に努めます。
○低所得者福祉の充実
　 　福祉事務所を拠点として民生委員・児童委
員活動により地域の実情を的確に把握すると
ともに、諸制度の周知を図り、公的扶助制度
に基づいた支援や就労支援などを行います。
○高齢者福祉・介護保険の運営
　 　介護を必要とする高齢者の多様化するニー
ズに応えられるよう、良質な介護サービス事

業者の確保や、事業所の質の向上を図ります。
　 　また在宅の一人暮らし高齢者などが住み慣
れたまちで、健康で豊かに生活できるよう家
事などの軽易な日常生活上の支援など地域支
え会い事業を展開し、社会参加や自立を促す
ための活動を支援します。

○国民健康保険・国民年金の運営
　 　国民健康保険事業の安定的な運営、機能を
維持し、国民健康保険税を確保するため、納
税相談や納付指導を行い収納率の向上を図る
など財源確保に努めます。

　 　また、住民が国民年金制度を正しく理解で
きるよう、広報活動や相談事業を進め、周知
徹底を図り、年金受給権を確保できるよう努
めます。

○子育て支援の充実
　延長保育や一時預かりなど保育サービスの充
実を図るとともに、就学に向けて子どもと児童
との交流、職員同士の交流、情報の共有や相互
理解など、子どもの育ちを支えるための連携強
化を図ります。
　また幼稚園と保育所が連携した吉野川市モデ
ルというべき新たな運営方法などについてさら
に具体的な検討を加え、一体化実現に向けて取
り組みます。
○公営住宅の見直し
　現在ある市営住宅をさらに長期にわたって安
全で快適に使用できるよう、中長期的な維持管
理に努め、更新コストの縮減をめざします。
○消費者保護の充実
　消費生活情報の収集および提供を行い、消費
者被害の未然防止を図るとともに、講演会など
各種啓発活動への参加を支援し、自立する消費
者の育成に努めます

②健康で快適に暮らせる地域をめざして（概要）

総合計画後期基本計画は、ホームページでご覧いただけます。 
http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/

●問い合わせ　市企画財政課　企画政策係　☎㉒2221

その2
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上・下水道料金の一体徴収が始まります！
　吉野川市では、平成23年６月から、これまで別々に請求していた「水道料金」と「下水道
使用料」を『上下水道料金』として合算し、請求させていただく一体徴収を開始します。
　今回は一体徴収実施に伴ういくつかの変更について説明します。

　　６月から水道料金と下水道使用料を『上下水道料金』として振替します。
　①口座振替日の変更

　 　６月から発送する納付書の様式を『上下水道料金』として合算（内訳として水道料金・下
水道使用料の金額を記載）した納付書に変更します。

　 　５月からお届けする検針票の様式を『上下水道料金』として表記するとともに、内訳とし
て水道料金と下水道使用料の金額を記載した様式に変更します。

　　※検針票の見方が分からない場合は、水道課までお問い合わせください。

 　　　　　　　場　所：吉野川市山川庁舎２階
　　　　　　　連絡先：☎ 42３１９９　FAX 42６８００（水道課と同じ）
　　※ 上記のとおり４月以降は、上下水道料金のお問い合わせ等については、水道課にて対応

しますので、お間違えのないようお願いします。

※ 上下水道の開始ならびに変更、中止、廃止につきましては手続きが必要です。お近くの支所
地域課（鴨島・川島・美郷）または水道課（山川庁舎２階）で手続きをしてください。
　変更日前に手続きができない場合は、事前に水道課まで電話等でご連絡ください。

　②通帳に記載される振替名の変更

　　※６月以降は、振替金額の口座への入金は14日以前にお願いします。

　　※ 水道または下水道のどちらか一つしか利用されていないお客様も、通帳には　『上下水
■月分』（ゆうちょ銀行）または『ジョウゲスイ■ガツ』（ゆうちょ以外の金融機関）　と記載
されます。

◆それぞれ別々に記載 ◆上記どちらかの振替名を記載

★「口座振替」の場合

★「納付書払い」の場合

★検針票（使用水量・料金のお知らせ）の様式変更について

★上下水道料金総合窓口の開設について

◎ここが変わります

平成23年5月まで
毎月19日

平成23年5月まで
スイドウリョウキン
ゲスイドウシヨウリョウ

平成23年6月から ◎通帳に記載できる振
替文字数は金融機関に
より若干異なります。

ゆうちょ銀行 上下水■月分
ゆうちょ以外 ジョウゲスイ■ガツ

平成23年6月から
毎月15日 （土・日・祝日の場合は翌営業日）

●問い合わせ　市水道課　☎423199
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１．納期限が休日その他政令で定める日のときは、その翌日が納期限となります。
２．市税の第１期の納期に全期用の納付書と１年分（各期）の納付書をまとめてお送りします。
　◎　各期に納税される方は、１年分（各期）の納付書を大切に保管のうえ、各納期に納めてください。
　　　納期前でも納付することができます。
　◎　年税額を一括して納税される方は、（全期用）と記載された納付書で第１期の納期に納めてくだ

さい。
　◎　口座振替を利用して納税される方は、ご指定の口座から納期の末日に振り替えします。
３．前納報奨金は、固定資産税、市・県民税が交付対象です。前納した納付税額の100分の１に納期前

に係る月数を乗じて得た額です。（報奨金の額が500円未満の場合は交付しません。また20万円を
超えるときは20万円となります。）

※　国民健康保険税が国保世帯主の年金から天引き（特別徴収）される部分、および市・県民税が年
金から天引き（特別徴収）される部分は除きます。

 納        期 国民健康保険税  固定資産税  軽自動車税 市・県民税

５月
１日～31日 全期
18日～31日 １期・全期

６月 17日～30日 １期・全期
７月 １日～31日 １期・全期 ２期
８月 １日～31日 ２期
９月 １日～30日 ３期 ２期
10月 １日～31日 ４期
11月 １日～30日 ５期 ３期
12月 １日～24日 ３期
１月 １日～31日 ６期

●問い合わせ　市税務課　☎㉒2215

市 税 納 期 の お 知 ら せ
平成23年度吉野川市税の納期は次のとおりです。納期内の納付をお願いします。

　平成23年度の自動車税の納期限は５月31日（火）です。納期内に納めてください。
　領収証書に添付されている「納税証明書」は、車検（継続検査または構造等変更検査）
の際に必要になりますので、大切に保管してください。

●問い合わせ　徳島県自動車税事務所　☎088（641）2323

自動車税は納期内に！
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吉野川市の「ごみを減らしましょう！」
市民の皆さんにお願い

　雑紙を、「燃やせるごみ」として出していませんか？　お菓子の箱、包装紙、パンフレット
やティッシュペーパーの箱などの「雑紙」をごみ箱に入れていませんか？
　市では、資源として再利用するため、「雑紙」の分別回収を進めています。
　「雑紙」は、紙袋などに入れて、雑誌の回収日に出しましょう。
　資源として活用ができ、お金になる「雑紙」を高いお金をかけて燃やさないように、市民みんな
で取り組みましょう。

「雑紙」は！　雑誌の日！　指定袋に入れる必要はありません。
皆さんも、指定袋代金の節約になり、得をします。

●「雑紙」は「雑誌の日」に出してください。

ティッシュボックス

パンフレット 包装紙 紙袋に入れるお菓子の箱

取り出し口の
ビニールは
とって、箱をた
たんでください

※紙袋に入れるか、そのまま紙ひもで束ねて
　ください（指定袋不要）

封筒に入れる

雑
紙
は

雑
誌
の
日

ミルクサンド

お金になるものを燃やさないで！ 焼却すると45円／㎏費用がかかります。

●衣類（古着類）の回収について
　ごみ減量の取り組みとして、衣類（古着類）を資源として再利用するために、月に１回、分
別回収しています。ごみ収集カレンダーの「衣類の日」に、「もやせないごみ」の指定袋に入れて、
お住まいの自治会（地区）で定められた集積所に出してください。
　また、いつでも資源化ごみを持ち込みできる「資源化ごみモデル集積所」でも、衣類（古着類）
を出すことができます。こちらも「もやせないごみ」の指定袋に入れて出してください。
　※回収した衣類（古着類）は、再利用されます。

古着を捨てていませんか？
資源として全市で回収しています！

●問い合わせ 市環境センター　　（鴨島町）　　　　      　　　　　☎㉔5697
市西環境センター　（川島町・山川町・美郷地区）　　☎425333

○資源化ごみモデル集積所設置場所（平成23年１月現在）
　　鴨 島 町：西麻植会館東側駐車場内　　　山 川 町：榎谷集会所前
　　川 島 町：南寺公民分館駐車場内　　　　美郷地区：美郷庁舎裏駐車場内

燃やすと45円／kgかかりますが、資源にすると費用がかかりません。
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川
島
薬
草
園

〈表紙写真〉

イ
タ
ド
リ　
　
　

タ
デ
科

　

川
島
薬
草
園
に
あ
る
イ
タ
ド

リ
は
、
北
海
道
西
部
以
南
の
日

本
に
分
布
し
、
各
地
の
山
野
、

路
傍
に
自
生
す
る
雌
雄
異
株
で
、

雄
花
は
お
し
べ
が
花
弁
の
間
か

ら
飛
び
出
す
よ
う
に
長
く
発
達

し
て
お
り
、
雌
花
は
め
し
べ
よ

り
も
花
弁
の
方
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

　

夏
に
は
、
白
か
赤
み
を
帯
び

た
小
さ
な
花
を
多
数
着
け
た
花

序
を
出
し
、
秋
に
熟
す
種
子
に

は
３
枚
の
翼
が
あ
り
、
風
に
よ

っ
て
散
布
さ
れ
、
春
に
芽
吹
い

た
種
子
は
地
下
茎
を
伸
ば
し
、

群
落
を
形
成
し
て
一
気
に
成
長

し
ま
す
。

　

若
葉
を
揉
ん
で
擦
り
傷
な
ど

の
出
血
し
た
個
所
に
当
て
る
と

多
少
な
が
ら
止
血
効
果
が
あ
り
、

痛
み
も
和
ら
ぐ
と
さ
れ
、
こ
れ

が
「
イ
タ
ド
リ
」
と
い
う
和
名

の
由
来
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

市
職
員
人
事
異
動

課
長
級
以
上　
　
　

４
月
１
日
付

（　
　

）
内
旧
任

市
長
部
局

 

部
長
級 

▼
防
災
局
長
（
建
設
課

長
）上
野
雅
夫
▼
会
計
管
理
者（
産

業
経
済
部
次
長
〔
農
業
振
興
課
長

事
務
取
扱
〕）
池
上
茂
和
▼
市
民

部
長
（
福
祉
事
務
所
長
〔
健
康
福

祉
部
次
長
〕）
大
塚
文
夫
▼
健
康

福
祉
部
長
（
総
務
部
理
事
）
河
野

隆
義
▼
産
業
経
済
部
長
（
農
地
林

業
課
長
）
井
内
克
典
▼
建
設
部
長

（
監
理
課
長
）
松
岡
一
雄
▼
水
道

部
長
（
水
道
課
長
）
松
田
仁

 

次
長
級 

▼
副
会
計
管
理
者
〔
会

計
課
長
事
務
取
扱
〕（
山
川
支
所

地
域
課
長
）
大
久
保
説
子
▼
環
境

局
長
〔
市
民
部
次
長
〕（
生
涯
学

習
課
長
）
河
内
由
夫
▼
福
祉
事
務

所
長
〔
健
康
福
祉
部
次
長
〕（
教

育
総
務
課
長
）
鎌
田
宏
道
▼
健
康

福
祉
部
次
長
〔
子
育
て
支
援
課
長

兼
子
ど
も
相
談
室
長
事
務
取
扱
〕

（
子
育
て
支
援
課
長
兼
子
ど
も
相

談
室
長
）
増
富
雄
二
▼
産
業
経
済

部
次
長
〔
商
工
観
光
課
長
事
務
取

扱
〕（
企
画
財
政
課
長
兼
秘
書
室

長
）
大
久
保
史
朗
▼
建
設
部
次
長

〔
都
市
計
画
住
宅
課
長
事
務
取
扱
〕

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
野

口
修
司

 

課
長
級 

▼
総
務
課
付
〔
課
長
〕

（
鴨
島
支
所
地
域
課
長
）
髙
木
正

武
▼
企
画
財
政
課
長
兼
秘
書
室
長

（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
文
化
振
興

係
長
）
三
木
啓
行
▼
防
災
対
策
課

長
（
建
設
課
課
長
補
佐
兼
総
務
係

長
）
河
見
泰
司
▼
鴨
島
支
所
地
域

課
長
（
農
地
林
業
課
課
長
補
佐
兼

農
地
総
務
係
長
）
福
井
弘
明
▼
川

島
支
所
地
域
課
長
（
会
館
担
当
主

幹
兼
こ
だ
ま
会
館
館
長
）
後
藤
田

修
三
▼
山
川
支
所
地
域
課
長
（
監

理
課
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）
石

田
雅
也
▼
美
郷
支
所
地
域
課
長

（
山
川
図
書
館
館
長
兼
川
島
図
書

館
館
長
）
井
上
泰
男
▼
環
境
局
環

境
セ
ン
タ
ー
所
長
（
環
境
局
環
境

セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
総
務
係
長
〔
西

環
境
セ
ン
タ
ー
担
当
〕）
富
樫
正

▼
環
境
局
西
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長

〔
総
務
係
長
事
務
取
扱
〕（
農
業
振

興
課
課
長
補
佐
兼
農
業
食
育
係

長
）
井
上
正
史
▼
人
権
課
長
（
国

保
年
金
課
主
幹
兼
高
齢
者
医
療
係

長
）犬
伏
司
▼
福
祉
総
務
課
長（
川

島
支
所
地
域
課
長
）
矢
田
一
郎
▼

農
業
振
興
課
長
（
鴨
島
支
所
地
域

課
主
幹
兼
総
合
窓
口
係
長
兼
地
域

振
興
係
長
兼
市
民
生
活
課
主
幹

〔
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
併
任
〕）

武
田
計
次
▼
農
地
林
業
課
長
（
監

理
課
工
事
検
査
監
）
杉
友
善
一
郎

▼
建
設
課
長
（
下
水
道
課
主
幹
兼

総
務
係
長
）
麻
植
英
明
▼
監
理
課

長
（
防
災
対
策
課
長
）
村
田
登
志

雄
▼
監
理
課
工
事
検
査
監
（
下
水

道
課
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
）
花

平
俊
行
▼
水
道
課
長
（
水
道
課
課

長
補
佐
兼
総
務
係
長
〔
選
挙
管
理

委
員
会
書
記
併
任
〕）
住
友
正
明

▼
総
括
所
長
兼
鴨
島
呉
郷
保
育
所

長
（
川
島
東
保
育
所
所
長
補
佐
）

渡
部
千
恵

教
育
委
員
会

 

部
長
級 

▼
教
育
次
長
（
商
工
観

光
課
長
）
辻
内
克
視

 

課
長
級 

▼
教
育
総
務
課
長
（
企

画
財
政
課
主
幹
兼
統
計
調
査
係
長

兼
情
報
公
開
係
長
）
中
井
俊
男
▼

生
涯
学
習
課
長
（
教
育
総
務
課
課

長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
阿
部
直
宏

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
商

工
観
光
課
課
長
補
佐
兼
公
園
緑
地

係
長
）
藤
野
井
昭
仁

議
会
事
務
局

 

部
長
級 

▼
議
会
事
務
局
長
（
議

会
事
務
局
次
長
〔
庶
務
議
事
課
長

事
務
取
扱
〕）
柿
部
美
彦

 

次
長
級 

▼
議
会
事
務
局
次
長

〔
庶
務
議
事
課
長
事
務
取
扱
〕（
福

祉
総
務
課
長
）
貞
野
修
二

 

退
職
（
３
月
31
日
付
）

▼
瀬
尾
公
男
（
防
災
局
長
）
▼
武

田
彰
仁
（
総
括
支
所
長
）
▼
玉
井

豊
（
市
民
部
長
）
▼
北
川
博
（
健

康
福
祉
部
長
）
▼
楠
勉
（
産
業
経

済
部
長
）
▼
平
岡
重
利
（
建
設
部

長
）
▼
中
山
幸
久
（
水
道
部
長
）

▼
山
口
時
生
（
教
育
次
長
）
▼
貞

野
治
夫
（
議
会
事
務
局
長
）
▼
川

原
公
子
（
会
計
管
理
者
）
▼
重
清

俊
夫
（
環
境
局
長
）
▼
毛
利
益
三

（
会
計
課
長
）
▼
大
谷
泰
夫
（
環

境
局
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
樫

葉
昇
（
人
権
課
長
）
▼
冨
尾
一
夫

（
都
市
計
画
住
宅
課
長
）
▼
藤
川

真
弓
（
鴨
島
東
・
鴨
島
西
・
呉
郷

保
育
所
長
）
▼
杉
野
和
子
（
川
島

東
・
川
島
西
・
川
島
乳
児
保
育
所

長
）
▼
原
田
賀
代
子
（
山
川
中
・

山
川
南
保
育
所
長
）
▼
森
本
三
枝

子
（
鴨
島
幼
稚
園
）
▼
矢
田
幸

美
（
福
祉
総
務
課
）
▼
上
村
き
み

代
（
福
祉
総
務
課
）
▼
宮
本
タ
ミ

子
（
鴨
島
東
保
育
所
）
▼
川
村
静

子
（
川
島
乳
児
保
育
所
）
▼
大
久

保
麻
美
子
（
山
川
南
保
育
所
）
▼

犬
伏
久
江
（
川
島
東
保
育
所
）
▼

松
岡
和
恵
（
知
恵
島
幼
稚
園
）
▼

山
下
長
子
（
川
田
幼
稚
園
）
▼
松

田
幸
雄
（
建
設
課
）
▼
妹
尾
龍
太

郎
（
西
環
境
セ
ン
タ
ー
）
▼
上
田

ミ
ツ
子
（
川
島
西
保
育
所
）
▼
実

平
富
子
（
山
川
南
保
育
所
）
▼
尾

崎
武
子
（
川
田
小
学
校
）
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３
月
３
日
、
市
消
防
団
副
団
長

の
大
坪
聖
典
さ
ん（
山
川
町
川
田
）

が
、
消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤

続
功
労
章
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
永
年
勤
続
し
、

そ
の
勤
務
成
績
が
優
秀
で
、
他
の

模
範
と
認
め
ら
れ
た
消
防
団
員
に

授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
消
防
団
員

と
し
て
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
表
彰

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

大
坪
さ
ん
は
、
地
域
で
の
26
年

に
わ
た
る
消
防
活
動
が
認
め
ら
れ

今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
、
吉
野
川
市
役
所
で
、

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
・
レ
ジ
袋
削
減

運
動
の
活
動
の
指
針
と
す
る
た
め
、

「
吉
野
川
市
に
お

け
る
レ
ジ
袋
の
削

減
に
向
け
た
取
り

組
み
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、

事
業
者
・
市
民
団

体
・
吉
野
川
市
・

徳
島
県
の
役
割
を

明
確
に
し
た
う
え

で
、
協
定
締
結
日

か
ら
２
年
以
内
に
マ
イ
バ
ッ
グ
持

参
率
60
％
以
上
を
目
標
と
し
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
と
ご
み

の
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
協

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
Ｕ
│

17
（
17

歳
以
下
）
全
日
本
メ
ン
バ
ー
に
、

山
川
中
学
校
出
身
で
広
島
翔
洋
高

校
２
年
生
の
松
家
梓
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
は
全
国

の
中
学
生
・
高
校
生
の
計
20
人
が

消
防
庁
長
官
表
彰

松
家
梓
さ
ん
、
全
日
本
メ

ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
る
!!

吉
野
川
市
レ
ジ
袋
削
減

協
定
調
印
式

働
し
て
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
・
レ
ジ

袋
削
減
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を

明
記
し
た
も
の
で
す
。　
　

協
定
署
名
・
調
印
団
体

事
業
者
：
㈱
キ
ョ
ー
エ
イ
（
セ
レ

ブ
鴨
島
店
、
山
川
店
）
㈱
テ
ィ
ー

ア
ン
ド
エ
ム
（
マ
マ

の
店
鴨
島
店
）、
Ｊ

Ａ
麻
植
郡
（
ひ
ま
わ

り
農
産
市
）

市
民
団
体
：
鴨
島
町

消
費
者
協
会
、
川
島

町
消
費
者
協
会
、
山

川
町
消
費
者
協
会
、

吉
野
川
市
婦
人
団
体

連
合
会
、
吉
野
川
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

鴨
島
町
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、
鴨
島
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
楓
会
、
か
も

じ
ま
駅
前
ま
ち
づ
く
り
会
議

選
出
さ
れ
、
今
後
、
全
日
本
の
強

化
合
宿
や
全
国
大
会
で
の
結
果
等

で
、
国
際
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま

る
予
定
で
す
。

　
「
全
日
本
に
選
ば
れ
た
が
、
慢

心
す
る
こ
と
な
く
、
広
島
翔
洋
高

の
全
国
制
覇
に
力
を
尽
く
し
た
い
。

将
来
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
入
り

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
こ
と

国
民
年
金
だ
よ
り

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　
☎
㉒
２
２
１
３

　

こ
れ
ま
で
児
童
扶
養
手
当
は
、

お
子
さ
ん
が
配
偶
者
の
障
害
基
礎

年
金
の
子
の
加
算
の
対
象
で
あ
る

場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
平
成
23
年
４
月
以
降
は
、

児
童
扶
養
手
当
が
障
害
基
礎
年
金

の
子
加
算
額
を
上
回
る
場
合
に
、

年
金
受
給
権
者
と
お
子
さ
ん
の
間

に
生
計
維
持
関
係
が
な
い
も
の
と

し
て
取
り
扱
い
、
子
加
算
の
対
象

と
し
な
い
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年

金
の
子
加
算
の
間
で
受
給
変
更

で
き
る
場
合
と
は

　

両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当

施
行
令
で
定
め
る
障
害
状
態
に
あ

る
方
は
、
受
給
変
更
が
可
能
で
す
。

で
き
な
い
場
合
と
は

　

母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
方
は
、

受
給
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
㉕
６
６
１
４

　

障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発

生
し
た
当
時
に
、
障
害
年
金
１
級

ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
方
に
よ

り
生
計
を
維
持
し
て
い
る
配
偶
者

や
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、
年
金

の
基
本
額
に
加
算
額
が
加
算
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
４
月

施
行
の
『
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
』
に
よ
り
、
障

害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し

た
後
に
、
生
計
を
維
持
す
る
こ
と

に
な
っ
た
配
偶
者
や
お
子
さ
ん
が

い
る
場
合
に
も
届
け
出
に
よ
っ
て

加
算
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
平
成
23
年
４
月
１
日
以
前
に
、

受
給
権
発
生
後
に
生
計
を
維
持
す

る
配
偶
者
や
お
子
さ
ん
を
有
し
て

い
る
場
合
に
は
、
平
成
23
年
３
月

31
日
に
生
計
維
持
関
係
を
確
認
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
、
受

給
権
発
生
後
に
生
計
を
維
持
す
る

配
偶
者
や
お
子
さ
ん
を
有
す
る
こ

と
に
な
っ
た
場
合
は
、
婚
姻
・
出

生
等
の
事
実
が
発
生
し
た
日
に
お

け
る
生
計
維
持
関
係
を
確
認
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

障
害
年
金
の
子
の
加
算
の
運

用
が
見
直
し
さ
れ
ま
し
た

障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
運

用
見
直
し
に
伴
い
児
童
扶
養
手

当
が
受
給
拡
大
さ
れ
ま
す
！

を
夢
見
て
『
ひ
た
す
ら　

ひ
た
む

き
に
』
を
合
言
葉
に
頑
張
り
ま

す
。」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

122011年（平成23年）5月11日

広報よしのがわ

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
今
年
７
月
24
日

に
終
了
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
右
上
に
ア
ナ
ロ
グ
の
文
字

が
表
示
さ
れ
て
い
た
ら
地
デ
ジ
化
は
未

完
了
で
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
間
際
は
工
事
が

集
中
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
へ
の
助
成
金

の
お
知
ら
せ

　

難
視
地
区
対
策
計
画
に
指
定
さ
れ
た

区
域
内
で
、
県
外
波
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

（
４
、
６
、
８
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
）
を
個

別
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
し
て
い
る
世
帯
で
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
受
信
が
困
難
と
な

る
場
合
に
、
新
た
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
加
入
す
る
際
に
国
か
ら
そ
の
費
用
の

一
部
（
最
大
３
万
円
）
に
つ
い
て
支
援

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

条
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
お

近
く
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
ま
た
は

デ
ジ
サ
ポ
徳
島
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

子
ど
も
手
当

　

子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年
４
月
〜

９
月
ま
で
の
６
カ
月
間
引
き
続
き
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
支
給
月
額　

子
ど
も
一
人
に
つ
き　

月
額
１
万
３
０
０
０
円

●
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も　

０
歳
〜

中
学
校
卒
業
ま
で
（
０
歳
か
ら
15
歳
に

な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

●
支
給
月　

平
成
23
年
６
月
（
平
成
23

年
２
月
分
〜
５
月
分
）・
平
成
23
年
10

月
（
平
成
23
年
６
月
分
〜
９
月
分
）

◆
次
の
方
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
出
生
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
養
育
す

る
子
ど
も
が
で
き
た
方

○
す
で
に
受
給
し
て
い
て
、
他
の
市
町

村
か
ら
引
越
し
を
さ
れ
た
方

※
手
続
き
の
必
要
の
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

市
子
育
て
支
援
課

児
童
福
祉
係　
　
　
　
☎
㉕
６
６
１
４

▽
助
成
金
受
付
期
間　

平
成
23
年
６
月

１
日
ま
で

（
工
事
申
請
か
ら
工
事
完
了
ま
で
最
低

２
カ
月
程
度
の
期
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
十
分
余
裕
を
持
っ
た
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。）

徳
島
中
央
テ
レ
ビ
㈱　
☎
㉒
１
５
０
１

㈱
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
お
え☎

㉖
９
０
１
２

デ
ジ
サ
ポ
徳
島

☎
０
５
７
０-

０
７
４
０
０
７

市
情
報
シ
ス
テ
ム
課   

☎
㉒
２
２
３
４

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
四
国
放
送
に
つ
い
て
は
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
ま
た
は
調
整

に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
受
信
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
電
器

店
ま
た
は
デ
ジ
サ
ポ
徳
島
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
は
、

受
信
機
器
購
入
等
支
援
事
業
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加

入
経
費
や
ア
ン
テ
ナ
工
事
費
等
が
支
援

さ
れ
る
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
ち
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ

ー　
　
　
☎
０
５
７
０-

０
３
３
８
４
０

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
人
権
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権

問
題
等
の
相
談
相
手
と
し
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
で
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

に
併
せ
て
、
市
内
４
カ
所
で
特
設
相
談

所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

人
権
問
題
に
限
ら
ず
、
子
育
て
等
、

あ
ら
ゆ
る
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

　

人
権
相
談
所

と
き

６
月
１
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ

①
飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
川
島
庁
舎
２
階
人
権
擁
護
委
員
事
務

室③
山
川
庁
舎
講
堂

④
美
郷
庁
舎
大
会
議
室

市
人
権
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
２
９

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準
備
を

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

６
月
１
日
は
、

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」



問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

集積所の資源ごみを持ち去ることは、犯罪です。刑法により罰せられます。

13 2011年（平成23年）5月11日

広報よしのがわ

集
落
営
農
に
つ
い
て

　

近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
悪

循
環
を
続
け
て
お
り
、
特
に
高
齢
化
と

担
い
手
不
足
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、

個
々
の
農
家
で
は
対
処
で
き
な
い
課
題

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
打
開
す
る
有
効
な

方
策
と
し
て
、
集
落
等
地
縁
的
な
一
定

の
地
域
内
の
農
業
者
が
、
農
業
を
共
同

で
実
施
す
る
「
集
落
営
農
」
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

集
落
営
農
組
織
化
へ
は
、
集
落
で
の

話
し
合
い
、
集
落
の
実
態
調
査
、
意
見

集
約
、
体
制
整
備
と
営
農
計
画
作
成
、

設
立
・
運
営
等
の
各
段
階
を
踏
ん
で
地

域
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

集
落
営
農
の
取
り
組
み
に
興
味
の
あ

る
集
落
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
振

興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
農
業
振
興
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
８

　

平
成
23
年
６
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま

で
の
間
、
吉
野
川
市
農
村
環
境
改
善
セ

成
人
式
実
行
委
員
会
の
委
員
募
集

　

吉
野
川
市
で
は
、
平
成
24
年
の
成
人

式
を
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
す
る

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

新
成
人
の
代
表
と
し
て
、
成
人
式
実

行
委
員
に
な
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　

10
人
程
度

募
集
期
間　

６
月
９
日
㈭
ま
で

対
象
者　

平
成
３
年
４
月
２
日
生
ま
れ

〜
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、

成
人
式
実
行
委
員
会
（
お
盆
・
年
末
等
、

２
〜
３
回
程
度
開
催
予
定
）
に
出
席
し

て
い
た
だ
け
る
方

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
５

ン
タ
ー
（
川
島
町
）
の
耐
震
工
事
に
伴

い
、
全
施
設
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

市
農
業
振
興
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
８

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を
確

認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
』
が
日
本
年
金
機
構
よ
り
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
吉
野
川
市
で
も
自
宅
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
難
し
い
方
に
、

国
保
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
で
簡
単

な
手
続
き
で
年
金
加
入
記
録
を
確
認
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。　
　

　

窓
口
で
は
年
金
加
入
記
録
の
ほ
か
に
、

記
録
の
見
方
を
説
明
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
も
あ
わ
せ
て
配
布
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
共
済
組
合
に
加
入
中
の
方

○
昭
和
61
年
４
月
１
日
以
前
に
受
給
権

の
あ
る
年
金
を
受
け
て
い
る
方

【
必
要
な
も
の
】

○
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の

顔
写
真
つ
き
の
証
明
で
、
本
人
確
認
で

き
る
も
の

（
顔
写
真
が
な
い
証
明
に
つ
い
て
は
、

２
種
類
以
上
必
要
で
す
。）

○
年
金
手
帳
な
ど
の
基
礎
年
金
番
号
が

わ
か
る
も
の

○
認
印

※
代
理
の
方
が
お
越
し
に
な
る
場
合
は
、

申
込
者
本
人
の
署
名
押
印
入
り
の
委
任

状
（
任
意
の
様
式
で
可
）
と
代
理
の
方

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
で

す
。

市
国
保
年
金
課　
　
　
☎
㉒
２
２
１
３

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の

利
用
制
限
に
つ
い
て

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

と
き　

５
月
29
日
㈰
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ　
吉
野
川
市
役
所
１
階
相
談
室

内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
相
談

　
　
　
　
　
　

市
税
務
課　

徴
収
係

☎
㉒
２
２
１
５

国
保
年
金
課
で
年
金
加
入
記
録

が
確
認
で
き
ま
す
！



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

問
い
合
わ
せ

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。

142011年（平成23年）5月11日

広報よしのがわ

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
方

利
用
期
間　

７
月
〜
９
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０
６-
２
☎ 

㉖
３
０
１
０
）

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
等
は
介
護
保
険
課
（
川
島
庁

舎
1
階
）、支
所
地
域
課
（
鴨
島
・
山
川
・

美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切　

６
月
10
日
㈮

利
用
コ
ー
ス
・
運
動
の
内
容

【
水
中
運
動
（
入
門
・
向
上
）
コ
ー
ス
】

温
水
プ
ー
ル
で
歩
行
を
中
心
と
し
た
水

中
運
動

【
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
入
門
・

向
上
）
コ
ー
ス
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

な
ど
を
使
用
し
た
運
動

※
定
員
・
必
要
最
低
人
数
が
あ
り
ま
す
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
、

必
要
最
低
人
数
を
満
た
さ
な
い
場
合
は

そ
の
グ
ル
ー
プ
を
開
講
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係　

☎
㉕
６
６
２
７

　

吉
野
川
市
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
特

産
品
を
、
吉
野
川
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
認
証
す
る
商
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
認
証
さ
れ
た
特
産
品

は
、
吉
野
川
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証

マ
ー
ク
を
特
産
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
に

表
示
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
が
主
催
す

る
物
産
展
へ
の
出
展
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
紹
介
な
ど
の
特
典
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

　

申
請
書
お
よ
び
申
請
に
か
か
る
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

申
請
書
お
よ
び
認
証
を
希

望
す
る
商
品
を
商
工
観
光
課
（
市
役
所

２
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

応
募
期
限　

５
月
31
日
㈫

〒
７
７
６-

８
６
１
１　

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
商
工
観
光
課

☎
㉒
２
２
２
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/

　

赤
十
字
で
は
、
毎
年
５
月
を
中
心
と

し
て
、「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
（
活

動
資
金
の
募
集
運
動
）」
を
実
施
し
、

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
「
パ
ワ
ー
・

デ
イ
」
参
加
者
募
集

吉
野
川
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド

認
証
の
募
集

平
成
23
年
度
日
本
赤
十
字
社
費

募
集

暑
い
夏
だ
か
ら
こ
そ
！　

屋
内
で

行
う
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

各
地
域
の
日
赤
奉
仕
団
（
婦
人
会
等
）、

自
治
会
等
の
ご
理
解
の
も
と
、
各
ご
家

庭
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

赤
十
字
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

募
集
期
間　

５
月
〜
６
月

　

平
成
22
年
度
社
費
募
集
結
果
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社
費
は
自

然
災
害
や
紛
争
等
に
よ
る
被
災
者
・
犠

牲
者
を
支
援
す
る
事
業
等
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
福
祉
総
務
課　

福
祉
総
務
係

☎
㉕
２
１
１
１

地区別内訳　　　　　　　　　（単位：円）

平成22年9月30日現在

　　 目標額 達成額

鴨島地区 3,886,000 3,888,600 

川島地区 1,296,000 1,298,300 

山川地区 1,773,000 1,958,000

美郷地区 194,000 242,400

合　　計 7,149,000 7,387,300



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

雑紙は　雑誌の日　袋いらないので　得します。

15 2011年（平成23年）5月11日

広報よしのがわ

生
涯
学
習
講
座
の
講
座
生
募
集

　

市
内
在
住
の
方
は
、
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講
座
内
容

 

川
島
教
室　

※
（　

）
内
は
定
員

開
催
場
所　

川
島
公
民
館
ほ
か

○
健
康
体
操
講
座
（
50
人
）

　

日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
解
消
・
健
康
維

持
増
進
を
目
的
と
し
て
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
の
運
動
を
学
習
し
ま
す
。

○
ド
キ
ド
キ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
50
人
）

　

文
化
や
健
康
な
ど
、
暮
ら
し
に
役
立

ち
、
心
が
豊
か
に
な
り
楽
し
く
参
加
で

き
る
講
座
を
行
い
ま
す
。

○
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ

　
（
乳
幼
児
と
保
護
者
10
組
）

　

就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、
伝
承

「
童
歌
」ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
を
行
い
ま
す
。

 

山
川
教
室　

※
（　

）
内
は
定
員

開
催
場
所　

山
川
公
民
館
ほ
か

○
地
域
学
習
講
座
（
80
人
）

　

地
域
の
歴
史
と
文
化
に
ふ
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
課
題
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。
講
演
会
、
現
地
研
修
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
い
き
い
き
生
活
講
座
（
80
人
）

　

健
や
か
で
、
ゆ
と
り
あ
る
、
い
き
い

き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

自
ら
の
教
養
を
高
め
る
学
習
や
実
践
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。
講
演
会
、
講
習

会
、
現
地
研
修
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

美
郷
教
室　

※
（　

）
内
は
定
員

開
催
場
所　

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
ほ
か

○
美
郷
生
涯
学
習
講
座
（
30
人
）

　
「
生
涯
学
習
講
座
で
見
つ
け
よ
う
自

分
の
力
・
可
能
性
、
広
げ
よ
う
世
代
を

越
え
た
交
流
の
輪
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
す
。

申
込
方
法　

川
島
公
民
館
、
山
川
公
民

館
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
講
座
生
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

申
込
期
間　

５
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮

な
お
、
募
集
定
員
に
達
し
て
い
な
い
場

合
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

※
講
座
ご
と
に
開
講
式
を
行
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
会
場
と
な
る
公
民

館
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川
島
公
民
館　
　
　
　
☎
㉕
２
１
８
０

山
川
公
民
館　
　
　
　
☎
42
５
５
８
２

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー　
☎
43
２
８
１
１

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
５

第
25
回
美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り

と
き　

５
月
28
日
㈯
〜
６
月
12
日
㈰

◆
ほ
た
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
無
料
）

Ｊ
Ｒ
阿
波
山
川
駅
と
吉
野
川
市
山
川
庁

舎
か
ら
、
美
郷
ほ
た
る
館
ま
で
の
間
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。（
ま

つ
り
期
間
中
の
午
後
６
時
〜
10
時
）

◆
ほ
た
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

と
き　

５
月
28
日
㈯
、
６
月
12
日
㈰
午

前
９
時
（
約
１
時
間
）

と
こ
ろ　

美
郷
ほ
た
る
館

◆
ほ
た
る
観
察
会

と
き　

５
月
28
日
㈯
〜
６
月
12
日
㈰
午

後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

当
日
受
付　

先
着
20
人
（
ほ
た
る
館
入

館
者
対
象
）　

参
加
料　

２
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

◆
美
郷
地
区
内
各
種
団
体
模
擬
店

美
郷
の
各
団
体
に
よ
る
美
郷
の
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
を
行
い
ま
す
。

と
き　

６
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
午
後
５

時
〜
９
時
30
分

◆
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す

○
美
郷
ほ
た
る
館

５
月
20
日
㈮
〜
６
月
20
日
㈪
午
後
９
時

30
分
ま
で

○
美
郷
物
産
館

５
月
28
日
㈯
〜
６
月
12
日
㈰
午
後
９
時

30
分
ま
で

美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
美

郷
ほ
た
る
館
内
）　　

  

☎
43
２
８
８
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/m

isato/
hotaru

つ
つ
じ
の
見
ご
ろ

　

船
窪
つ
つ
じ
公
園
の
オ
ン
ツ
ツ
ジ
の

花
が
、
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
特
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
公
園
か
ら
８
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
手
前
の
駐
車
場
か
ら
徒
歩
で
の
ご
観

覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
商
工
観
光
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
６



問
い
合
わ
せ

古着は、指定の日に燃やせないごみの指定袋に入れて出してください。
市役所フリーマーケット会場でも回収を行っています。

162011年（平成23年）5月11日

広報よしのがわ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

第
13
回
吉
野
川
市
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

　

家
庭
内
の
不
用
品
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
せ
ん
か
！

と
き　

５
月
29
日
㈰
午
前
８
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

市
役
所
西
側
イ
ベ
ン
ト

広
場

次
回
開
催
予
定
日　

６
月
26
日
㈰

出
店
料　

無
料

※
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
衣
類
（
古
着
類
）
の
回
収
も
行

っ
て
い
ま
す
。

※
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
、
た

く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

市
環
境
企
画
課　
☎
㉒
２
２
３
０

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
作
業
道
具
は
、
用
意
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
日
時　

６
月
１
日
㈬

午
前
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

連
絡
先

第
１
３
6
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
23
年
度

就
業
支
援
講
習

と　き キックオフ 対戦相手
５月２８日（土） 午後１時 栃木ＳＣ
６月１２日（日） 午後４時 ファジアーノ岡山
６月２５日（土） 午後６時30分 湘南ベルマーレ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vortis.jp/

問
い
合
わ
せ

※ 会場：鳴門・大塚スポーツパーク　ポカリスエット
スタジアム

受
講
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
お

よ
び
寡
婦
の
方

●
科
目　

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
ワ
ー

ド
検
定
（
夜
間
））

開
催
日　

６
月
２
日
㈭
〜
７
月
12

日
㈫
の
間
の
祝
日
を
除
く
月
・
火
・

木
・
金
の
24
日
間

申
込
締
切　

５
月
23
日
㈪

●
科
目　

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

２
級
課
程
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

開
催
日　

６
月
12
日
㈰
〜
９
月
25

日
㈰
（
演
習
７
日
間
・
実
習
４
日

間
）
※
通
信
研
修

申
込
締
切　

５
月
25
日
㈬

●
科
目　

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
エ
ク

セ
ル
検
定
（
昼
間
））

開
催
日　

６
月
15
日
㈬
〜
７
月
27

日
㈬
の
間
の
月
・
水
12
日
間

申
込
締
切　

６
月
６
日
㈪

定
員　

各
20
人

（
財
）
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会

☎
０
８
８
（
６
５
４
）
７
４
１
８

℻  
０
８
８
（
６
５
４
）
７
４
１
４

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

６
月
１
日
㈬

午
前
７
時
〜
８
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　
　
　
　
　
　
☎
㉔
８
６
６
０

緑
さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

男
性
合
唱
団
シ
ル
バ
ー

ド
ッ
ク
ス
ほ
か

と
き　

５
月
22
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

 

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

巡
回
職
業
相
談

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

５
月
16
日
㈪
、
６
月
６
日

㈪
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

５
月
11
日
㈬
、
６
月
８
日

㈬
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６



問
い
合
わ
せ

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

17 2011年（平成23年）5月11日

広報よしのがわ

①
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

５
月
11
日
㈬
〜
20
日
㈮
の
10
日
間

◎
徳
島
県
交
通
安
全
メ
イ
ン
タ
イ

ト
ル

▼
ゆ
ず
り
合
い　

笑
顔
で
走
ろ
う

阿
波
の
道

　

ゆ
ず
り
合
い
、
ゆ
と
り
を
持
っ

た
運
転
を
心
が
け
事
故
ゼ
ロ
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

◎
全
国
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

▼
ぼ
く
は
こ
こ　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
が　

指
定
席（
運
転
者
向
け
）

　

子
ど
も
の
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

▼
行
け
る
か
な　

渡
れ
そ
う
で
も

　

待
つ
勇
気
（
歩
行
者
、
自
転
車

利
用
者
向
け
）

　

急
が
ず
に
無
理
を
し
な
い
で
安

全
第
一
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
星
キ
ラ
リ　

自
転
車
ピ
カ
リ　

帰
り
道
（
子
ど
も
向
け
）

　

車
体
側
面
、
後
部
部
分
に
反
射

財
を
装
着
し
、
夜
間
に
は
必
ず
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

②
み
ん
な
で
覚
え
よ
う
！　

イ
カ

の
お
す
し

イ
カ
・
行
か
な
い
（
知
ら
な
い
人

に
つ
い
て
行
か
な
い
）

の
・
乗
ら
な
い
（
知
ら
な
い
人
の

車
に
乗
ら
な
い
）　　
　

お
・
大
声
で
さ
け
ぶ（「
助
け
て
！
」

と
大
き
な
声
を
出
す
）

す
・
す
ぐ
に
げ
る

し
・
知
ら
せ
る
（
ど
ん
な
人
が
何

を
し
た
か
知
ら
せ
る
）

③
悪
質
商
法
撃
退
ト
ラ
の
巻

○
し
ば
し
待
て
！　

頭
を
冷
や
し

考
え
よ
う

○
あ
せ
ら
な
い
！　

急
が
せ
る
契

約
に
ご
用
心

○
代
引
配
達
、
覚
え
が
な
け
れ
ば

受
け
取
ら
な
い

○
し
ま
っ
た
！　

と
、
思
っ
た
ら

す
ぐ
１
１
０
番

④
防
災
一
口
メ
モ
（
地
震
な
ど
の

災
害
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
心
構
え
）

○
い
ざ
と
い
う
時
、
ど
の
よ
う
な

行
動
を
す
る
か
、
ど
こ
へ
避
難
す

る
か
な
ど
話
し
合
い
、
避
難
場
所

で
の
生
活
に
最
低
限
必
要
な
携
帯

ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
非
常
食
、

応
急
医
療
品
な
ど
、
非
常
持
ち
出

し
袋
に
入
れ
て
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
☎
㉔
２
３
３
１

問
い
合
わ
せ

と
き　

５
月
20
日
㈮
（
誰
に
で
も

わ
か
る
経
済
状
況
と
徳
島
の
暮
ら

し
）・
６
月
10
日
㈮
（
証
券
投
資

の
知
っ
得
な
話
）
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
45
分

講
師　

徳
島
文
理
大
学
総
合
政
策

学
部
長　

中
村
昌
宏
さ
ん

と
き　

５
月
30
日
㈪
午
後
１
時
〜

４
時

と
き　

５
月
30
日
㈪
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
き　

６
月
10
日
㈮
午
前
10
時

と
き　

６
月
６
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

講
師　

徳
島
中
央
広
域
連
合
東
消

防
署

と
き　

６
月
８
日
㈬
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

講
師　

谷
本
清
さ
ん

と
き　

６
月
16
日
㈭
午
後
２
時
〜

３
時

講
師　

徳
島
県
介
護
実
習　

普
及

セ
ン
タ
ー

と
き　

６
月
16
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時

講
師　

徳
島
農
政
事
務
所

と
き　

５
月
20
日
㈮
午
後
１
時
〜

３
時

と
き　

５
月
21
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
（
毎
月
第
４
土
日
開
催
）

と
き　

５
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午

と
き　

５
月
23
日
㈪
午
後
１
時
〜

４
時

と
き　

５
月
25
日
㈬
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
き　

５
月
23
日
㈪

講
師　

四
国
放
送
で
お
な
じ
み
の

加
渡
い
づ
み
さ
ん

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

や
さ
し
い
経
済
教
室

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

菊
づ
く
り
講
座

よ
ち
よ
ち
ひ
ろ
ば

防
災
教
室（
す
ぐ
役
立
つ
応
急
手
当
）

手
芸
教
室

お
楽
し
み
子
ど
も
映
画
会

料
理
教
室（
メ
キ
シ
コ
料
理
）

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

ヨ
ー
ガ
講
座

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
講
座

（
振
り
込
め
詐
欺
や
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
聞

い
て
得
す
る
話
）

地
域
の
歴
史
講
座

（
吉
野
川
市
の
偉
人
①
）

介
護
予
防
教
室
（
認
知
症
予
防

の
た
め
の
作
業
活
動
）

食
と
農
の
知
っ
得
講
座

（
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？
毎

日
の
食
事
）

鴨
島
公
民
館　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

世
帯
分
離
等
に
よ
り
広
報

誌
が
不
要
に
な
っ
た
方
へ

　

広
報
誌
が
郵
送
さ
れ
て
い
る
方

　

広
報
誌
を
つ
づ
る
バ
イ
ン
ダ
ー

が
ご
入
り
用
の
方
は
、
企
画
財
政

課
（
市
役
所
３
階
）、
支
所
地
域

課
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

広
報
誌
を
つ
づ
る
バ
イ
ン
ダ
ー

で
、
世
帯
分
離
を
し
て
い
て
家
に

広
報
誌
が
２
部
届
く
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
広
報
誌
を
見
る
な
ど
、
広

報
誌
が
不
要
な
場
合
は
、
企
画
財

政
課
広
報
広
聴
係
ま
で 

「
広
報
誌

は
配
布
不
要
で
す
」 

と
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

配
布
を
中
止
い
た
し

ま
す
。

※
ご
連
絡
の
際
に
は
必
ず
、
住
所
、

名
前
、
電
話
番
号
を
お
願
い
し
ま

す
。
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地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

平成23年度後期高齢者医療制度の健康診査について
　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化
の予防のため、健康診査を実施します。
健康診査の対象となる方には『健康診査受診券』をお送りしますので、ぜひ受診しましょう。

○入院をされていない方
　　　　または
　生活習慣病と診断されていない方………平成23年８月（予定）
○上記以外の方で、おおむね１年間血液検査や尿検査をしていない方
　 　平成23年８月以降準備が出来次第、市国保年金課窓口に健康診査申込書を備え付けますので、
受診を希望される方は、担当窓口に健康診査申込書を提出してください。
○平成23年１月１日から平成23年９月30日までの間に後期高齢者医療制度に加入された方
　 　加入時期に応じ、次のとおり５月から10月までの間に健康診査申込書を送付します。入院をさ
れていない方または生活習慣病と診断されていない方で受診を希望される方は、広域連合事務局
までお申し込みください。受診券を後日送付します。

　　①１月１日から３月31日までの間に加入された方………５月
　　②４月１日から５月31日までの間に加入された方………６月
　　③６月１日から７月31日までの間に加入された方………８月
　　④８月１日から９月30日までの間に加入された方………10月

健康診査受診券をお送りする時期

健康診査申込書の送付時期（予定）

　入院をされていた方または生活習慣病と診断された方は、すでに健康状態を把握され、医師
の指導を受けていると考えられることから、健康診査の対象者から除いています。
※ 生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高
血圧性疾患、脂質異常症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、
脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化があります。

●後期高齢者医療制度の健康診査に関するお問い合わせ●

徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課
徳島市川内町平石若松７８番地１　☎０８８（６７７）３６６６

身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査健診項目

無料受診費用

受診券を受け取られたときから平成23年12月末日まで受診期間
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虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

ジェネリック医薬品を利用しましょう！
　医療費の削減に役立つジェネリ
ック医薬品。あなたがお医者さんか
らもらっている薬も、ジェネリック
医薬品に切り替えられるかもしれ
ません。ジェネリック医薬品希望カ
ード（ヘルシーカード）を提示して、
家計にやさしいジェネリック医薬
品を利用しましょう。

○同じ成分・同じ効き目で安い薬です！
  ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、最初に作られた薬（先発医薬品：新薬）
の特許が切れてから作られた薬です。厚生労働省により新薬と効き目や安全性など
が同等と認められたものが生産されています。
○開発コストがない分、安いのです！
　新しい薬を開発するには、年月もお金もかかります。ジェネリック医薬品は開発
費がかかっていない分、安い価格にすることができるのです。
○ずっと使われている薬なので、安心です！
　ジェネリック医薬品のもととなる新薬は、特許が切れるまで、ずっと使われ
た薬ですから安全性や効果は折り紙つきです。
○新薬より改良が進んでいる場合もあります！
　ジェネリック医薬品によっては新薬とまったく同じではなく、飲みやすさや
副作用を抑える工夫などの改良がさらに進んでいる場合もあります。
＜ 注 意 ＞
＊すべての薬にジェネリック医薬品があるわけではありません。
＊薬代が下がっても、自己負担額が新薬の使用時と変わらない場合もあります。
＊医師が使用を認めない場合は、切り替えることができません。

　平成23年３月４日以降、接種を一時的に見合わせておりましたヒブワクチン・小児用肺炎球
菌ワクチンの接種が平成23年４月１日から再開されています。
　希望される方は、先にお送りしている通知に記載されている指定医療機関に申し込みのうえ接
種してください。

対 象 者　接種日に吉野川市に住所を有する生後２カ月以上～５歳未満
実施期間　平成24年３月31日まで
接種費用　無料
関連リンク：再開について（厚生労働省ホームページ）
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/index.html

ヘルシーカード（裏面）ヘルシーカード（表面）

●問い合わせ　市国保年金課　☎㉒2213

●問い合わせ　市健康推進課　☎㉕6615

４月１日から、ヒブワクチン・小児用肺炎球菌
ワクチンの接種が再開されています！



202011年（平成23年）5月11日

広報よしのがわ

5　
　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
11 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

口腔（こうくう）ケア
12 木 9：30～10：30 忌部農業構造改善センター 山　川 栄養のお話（食生活チェック）

13 金
9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 口 腔 ケ ア
9：30～10：30 川島公民館岡山分館 川　島 介 護 予 防 体 操

17 火 9：30～10：30 宮前公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

18 水
9：30～10：30 中古井広域集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操
9：30～10：30 川島公民館上桜分館 川　島 栄養のお話（食生活チェック）

19 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島 栄養のお話（食生活チェック）
20 金 9：30～10：30 東部集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操
23 月 13：30～14：30 知恵島老人憩の家 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
24 火 9：30～10：30 川島公民館山田分館 川　島 介 護 予 防 体 操

26 木
9：30～10：30 牛島地区公民館 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
13：30～14：30 山路東原集会所 鴨　島 栄養のお話（食生活チェック）

27 金
9：30～10：30 森山地区公民館 鴨　島 栄養のお話（食生活チェック）
13：30～14：30 東山老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

6　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容

1 水
9：30～10：30 中部農業構造改善センター 山　川

健
康
チ
ェ
ッ
ク

栄養のお話（食生活チェック）
13：30～14：30 上浦地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

2 木 9：30～10：30 川島公民館敷地分館 川　島 介 護 予 防 体 操
7 火 9：30～10：30 川島公民館神後分館 川　島 楽 し い 脳 体 操
8 水 13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操
9 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 栄養のお話（食生活チェック）

5月・6月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。　
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎㉕6627

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9：00～16：00（土・日・祝日・年末年始除く）

広報誌と、吉野川市のホームページに広告を掲載しませんか？
　「広報よしのがわ」は市内の全世帯に約18,200部配布されております。また、「吉野川市のホー
ムページ」への広告掲載も、企業の大きな宣伝効果が期待されます。企業や商品の宣伝に、ぜ
ひご活用ください。
　詳しくは、企画財政課（市役所３階）までお問い合わせになるか、市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　　☎㉒２２２１　℻  ㉒２２４４
　ホームページアドレス　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/
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き
ず
な

　

新
学
期
が
始
ま
っ
て
一
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
学
校
生
活
に
も
慣
れ

緊
張
感
が
ゆ
る
ん
で
く
る
時
期
で

す
。
気
が
ゆ
る
み
、
生
活
態
度
が

崩
れ
な
い
よ
う
に
、
ル
ー
ル
を
守

る
生
活
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

徳
島
県
内
で
は
、
自
己
紹
介
サ

イ
ト
（
プ
ロ
フ
）
な
ど
の
「
非
出

会
い
系
サ
イ
ト
」
を
利
用
し
た
未

成
年
が
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

事
件
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
ア
ク
セ
ス
・
登
録
を
し

な
い
、
性
別
や
年
齢
を
偽
っ
て
登

録
し
た
り
、
自
分
の
住
所
や
電
話

番
号
を
交
換
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
の
危

険
性
を
認
識
し
、
子
ど
も
さ
ん
が

ど
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
電
話
を
使
っ
て
い
る
の
か
、

家
庭
で
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
ネ
ッ
ト
使
用
の
ル
ー
ル
を
決

め
、子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た「
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
を
し
ま
し
ょ

う
。

※
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
：
子
ど

も
に
見
せ
る
の
が
好
ま
し
く
な
い

ネ
ッ
ト
上
の
有
害
サ
イ
ト
を
、
一

定
の
基
準
で
判
別
し
「
出
会
い
系

サ
イ
ト
」「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
」

や
「
暴
力
的
な
表
現
の
あ
る
サ
イ

ト
」
等
の
閲
覧
を
制
限
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
詳
し
く
は
、
携
帯
会

社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

牛
島
小
学
校　

藤
中　

達
也

き
ず
な
っ
て
す
ご
い　
　
　
　

き
ず
な
っ
て
い
い

ど
ん
な
に
け
ん
か
し
て
も

ど
ん
な
に
お
こ
っ
て
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ず
な
で
む
す
ば
れ
て
い
る
か
ら

す
ぐ
に
な
か
な
お
り

き
ず
な
っ
て
す
ご
い

き
ず
な
っ
て
い
い

ど
ん
な
に
は
な
れ
て
て
も

ど
ん
な
に
遠
く
に
い
て
も

き
ず
な
で
む
す
ば
れ
て
い
る
か
ら

ま
た
あ
え
る

き
ず
な
っ
て
す
ご
い

き
ず
な
っ
て
い
い

ど
ん
な
に
わ
す
れ
よ
う
と
し
て
も（「

ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
６
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ

携
帯
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
に

気
を
つ
け
て
！

―
美
郷
地
区

　
　

人
権
教
育
推
進
協
議
会
―

　

美
郷
地
区
は
、
ふ
る
さ
と
や
人

の
宝
を
未
来
へ
と
語
り
継
ぎ
、
人

権
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

平
成
22
年
度
は
、
７
月
16
日
の

総
会
の
後
、
河
野
利
英
会
長
は
じ

め
、
人
推
協
役
員
全

員
で
、
ビ
デ
オ
「
私

自
身
を
見
て
く
だ
さ

い
」
を
視
聴
し
ま
し

た
。
能
力
に
関
係
な

く
、
お
茶
く
み
を
す

る
仕
事
は
、
女
の
仕

事
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
（
男
女
共
同
参

画
社
会
の
提
案
）
に

つ
い
て
一
考
す
る
も

の
で
し
た
。

　

11
月
に
は
、
種
野
小
学
校
を

会
場
に
、
人
権
教
育
推
進
大
会

を
、
美
郷
学
校
文
化
祭
と
共
催
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
開
会
行
事
の

後
、
人
権
・
音
楽
発
表
会
に
続
い

て
、
人
権
講
演
会
と
し
て
「
阿
波

の
三さ
ん

番ば

叟そ
う

」
を
、
辻
本
一
英
さ
ん

ほ
か
４
人
に
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

  

辻
本
さ
ん
は
、「
祝
福
芸
で
は
、

大
神
楽
が
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の

三
番
叟
は
、
五
穀
豊
穣
・
無
病
息

災
・
家
内
安
全
を
祈
る
農
村
行
事

で
あ
り
、
被
差
別
部
落
の
伝
統
芸

能
で
あ
る
」
と
、
力
強
く
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
児
童
一
人
一
人

に
、
で
こ
人
形
の
扱
い
方
を
指

導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
徳
島
県

の
正
月
儀
礼
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
も
、

ま
た
こ
れ
か
ら
も
、

永
く
継
承
し
て
い

こ
う
と
す
る
お
話

の
中
に
、
私
た
ち

す
べ
て
の
人
が
、

伝
統
芸
能
を
知
り
、

支
え
て
行
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

人
が
幸
せ
に
生

き
る
た
め
に
、
会
員
一
人
一
人
が

推
進
者
と
し
て
の
研
修
を
重
ね
、

人
権
教
育
啓
発
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に

生
き
る
た
め
に
」

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）   

☎
㉒
２
２
２
９

でこ人形指導の様子



川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１
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☆
話
題
図
書
シ
リ
ー
ズ
☆

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
５
月
、
６
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
５
月
31
日
㈫
、６
月
30
日
㈭
）、

新
シ
ス
テ
ム
入
れ
替
え
作
業
の
た

め
（
６
月
20
日
㈪
〜
24
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

５
月
14
日
㈯
、
６
月
11
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）
／

毎
月
第
２
土
曜
日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

５
月
21
日
㈯
（
バ
ン
ビ
）、
６
月

４
日
㈯
（
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ

ス
）、
18
日
㈯
（
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
５
月
、
６
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
６
日
（
振
替
休

日
）、
月
末
図
書
整
理
日
（
５
月

31
日
㈫
、
６
月
30
日
㈭
）
新
シ
ス

テ
ム
入
れ
替
え
作
業
の
た
め
（
６

月
20
日
㈪
〜
24
日
㈮
）

◆
三
人
展
：
寺
尾
享
美
、
川
村
泰

史
、
阿
部
和
剛
（
入
場
無
料
）

と
き　

５
月
29
日
㈰
ま
で

※
川
島
町
在
住
の
３
人
が
撮
影
し

た
、
川
島
町
の
風
景
の
写
真
展

◆
つ
ゆ
く
さ
写
真
展（
入
場
無
料
）

と
き　

６
月
４
日
㈯
〜
26
日
㈰

◆
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

つ
ゆ
く
さ
に
よ
る
お
は
な
し
会

と
き　

６
月
４
日
㈯
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

◆
徳
島
文
理
大
学
う
た
お
は
部
に

よ
る
お
は
な
し
会　

七
夕
ま
つ
り
・
お
は
な
し
会

と
き　

６
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

「
ば
ん
ば
憑
き
」宮

部
み
ゆ
き　

著

「
花
の
鎖
」　　
　

湊
か
な
え　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
５
月
、６
月
の
休
室
日　

木
曜
日

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

◆
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
川
島
図
書

館
２
階
）
平
成
24
年
度
使
用
教
科

書
等
の
展
示

と
き　

６
月
18
日
㈯
〜
７
月
１
日

㈮◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
５
月
、
６
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
新
シ
ス
テ
ム
入

れ
替
え
作
業
の
た
め
（
６
月
20
日

㈪
〜
24
日
㈮
）

◆
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
・
和
室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
紙
芝
居
な

ど◆
新
刊
情
報

『
き
こ
と
わ
』　

朝
吹
真
理
子　

著

『
苦
役
列
車
』　　

西
村
賢
太　

著

『
ジ
ョ
ン･
マ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　

山
本
一
力　

著

『
純
平
、
考
え
直
せ
』

　
　
　
　
　
　
　

奥
田
英
朗　

著

『
あ
ん
で
ら
す
の
鐘
』

　
　
　
　
　
　

澤
田
ふ
じ
子　

著

『
川
あ
か
り
』　　
　

葉
室
麟　

著

『
散
り
残
る
』　　

田
牧
大
和　

著

※
累
計
は
平
成
23
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
2
月 1件

累
計 4件

救急出動
2
月139件

累
計311件

平成23年４月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　44,763人　 （－ 85）
　男　　21,215人　 （－ 33）
　女　　23,548人　 （－ 52）
世帯数　17,547世帯 （＋ 34）
※ 65歳以上人口
　　　計 12,915人　男 5,293人　女 7,622人

348人 （－1）
60人 （－1）
288人 （　0）

327世帯 （＋1）

今
月
の
税

軽
自
動
車
税　
　
　

全　

期

固
定
資
産
税　
　
　

第
１
期

納
期
限 　
　

    

５
月
31
日
㈫

〈人  権  相  談〉
５月12日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
５月17日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
５月24日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎　講堂
６月１日㈬ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
６月１日㈬ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
６月１日㈬ 13：30～16：00 山川庁舎　講堂
６月１日㈬ 13：30～16：00 美郷庁舎　大会議室

〈行  政  相  談〉
５月12日㈭  9：00～12:00 市役所1階相談室
６月６日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎1階101会議室
６月７日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
６月９日㈭  9：00～12:00 市役所1階相談室
６月16日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎 2階会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
５月20日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室
６月17日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室

『
思
い
出
を
な
く
し
た
男
』

　
　
　
　
　
　
　
　

鏑
木
蓮　

著

『
機
械
の
仮
病
』　

秋
田
禎
信　

著

『
白
き
失
踪
者
』　

末
浦
広
海　

著

『
ト
モ
ス
イ
』　

高
樹
の
ぶ
子　

著

『
清
遊
』　　
　
　

領
家
高
子　

著

『
ア
ン
ダ
ス
タ
ン
ド
・
メ
イ
ビ
ー

上･

下
』　　
　

島
本
理
生　

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
お
お
き
な
け
や
き
』

　
　
　
　
　
　

広
野
多
珂
子　

著

『
魔
法
の
国
の
か
わ
い
い
バ
レ
リ

ー
ナ
３
』

エ
メ
ラ
ル
ド
・
エバ
ー
ハ
ー
ト　

著

『
ポ
ケ
ッ
ト
の
な
か
で
・
・
』

　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

著

『
ダ
メ
！
』

　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

著

『
め
い
た
ん
て
い
ポ
ア
ロ
ン
』

　
　
　
　
　
　

三
田
村
信
行　

著
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豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

●平日／17時～23時　●休日／8時～23時　●○印は、休日診療日
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●医療とくしまのホームページにも「休日夜間救急情報」を掲載しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 5月 6月
谷 医 院 42－2353 11 13
鈴木内科（喜来）24－3413 12 20
井 内 内 科 24－3070 13 24
鈴木内科（敷地）24－5880 14 14
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 ⑮
岸 整 形 外 科 25－3133 16 21
鴨 島 病 院 24－6565 17 23
工 藤 内 科 医 院 42－3113 18 17
富 本 医 院 42－3123 19 22
阿 部 整 形 外 科 24－4880 20 18
杏 和 医 院 22－0333 21 28
さ く ら 診 療 所 42－5520 ㉒
中西内科クリニック 42－6755 23 29
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 24 30
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 25

医　院　名 電話番号 5月 6月
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 26
あ お ぞ ら 内 科 22－1311 27 ⑲
知恵島皮膚科診療所 36－9012 28 ㉖
麻名内科外科クリニック 26－0020 ㉙
糸田川クリニック 24－7555 30
梶本胃腸科内科 24－2413 31
和田耳鼻咽喉科 24－2566 1
古本内科クリニック 24－7377 2
糸 田 川 眼 科 24－2531 3
杉 山 医 院 25－2802 4
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 ⑤
後 藤 田 外 科 24－2720 6
美 摩 病 院 24－2957 7
渡 辺 医 院 24－7177 8
四 宮 医 院 25－2016 9

医　院　名 電話番号 5月 6月
石 原 小 児 科 24－2388 10
木村内科胃腸科 24－6413 11
三木クリニック 42－6616 ⑫
矢 田 医 院 25－2006 15
松 永 医 院 42－2110 16
高橋皮膚科クリニック 24－5122 25
島 野 外 科 内 科 25－3060 27

休日 ･夜間在宅当番医表

5月・6月

日曜日の9時～17時、
小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院（第2・4週） ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週） ☎365151

小児救急医療体制 

●出前

（三井住友海上文化財団派遣コンサート）

ハーモニカ　和谷　泰扶

チェロ　菊地知也ピアノ　荒尾岳児

ハーモニカ新時代　～今、なつかしの楽器が動き出す～カカカ新新新時時代 今 楽 が動 出すす
和谷 泰扶  クラシック・ハーモニカの室内楽
わ  たに    やす  お

と　き 6月25日㈯　開演午後1時30分（開場午後1時）
ところ 鴨島公民館
入場料 1,000円（当日券1,200円）　全席自由

問い合わせ
文化研修センター

☎㉒0015

※未就学児の入場はご遠慮ください。
●チケット販売所
　　　　文化研修センター ☎㉒0015
　　　　鴨島公民館  ☎㉔5111
　　　　アメニティセンター ☎426611
　　　　宮脇書店鴨島店 ☎㉔2424
　　　　小山助学館 　　　☎088（654）2135
　　　　黒崎楽器　　　　 ☎088（653）6677
●主催　 NPO法人吉野川市文化協会・吉野川市・

吉野川市教育委員会・徳島県・（公財）三
井住友海上文化財団

●後援　徳島新聞社・NHK徳島放送局・四国放送

　

吉
野
川
市
水
道
事
業
で
は
、安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
、ま
た
、災
害

発
生
時
に
お
い
て
も
、基
本
的
な
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
確
保
を
確
実
に
す
る
た
め
、水
道
施
設・管

路
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。　

●
問
い
合
わ
せ　

市
水
道
課　

☎
42
３
１
９
９

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

「
水
道
週
間
」
で
す

蛇
口
か
ら　

あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の　

夢・未
来




